
令和４年度　調布市社会福祉協議会　調布市福祉人材育成センター研修

① ⑥

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤

福祉職の学びのススメ
～実践研究のすすめ～
山本雅章氏
（調布市社会福祉事業
団）

発達障害者支援の
基本
新井豊吉氏
（東京家政大学）

強度行動障害の理解
～問題行動の背景を探
る～
藤井亘氏
（NPO法人クロー
バー）

高齢者をエンパワメン
トするソーシャルワーク
渡辺裕一氏
（武蔵野大学）

わかりやすいSST
清水有香氏
（SST普及協会）

コミュニティ・
オーガナイジングを学ぶ
室田信一氏
（東京都立大学）

エンパワメントの
パラドックス
稲沢公一氏
（東洋大学）

ケアの眼差しとは何か
～ケア実践の根本問題
を考える～
結城俊哉氏
（立教大学）

罪を犯した知的障がい
者の支援
木下大生氏
（武蔵野大学）

市内の福祉職のスキルアップを目指した専門研修です。

〈対象〉市内在勤の福祉職。お一人、何講座でもお申込みいただけます。

〈配信期間〉５/１１（水）～７/２９（金）

〈申込み〉右記QRコード、または福祉人材育成センターHPの問い合わせフォーム

からお申込みください。配信期間になりましたら、URLをお送りいたします

ので、アクセスしてご視聴ください。

※問合せフォームから申込の際には希望の講座番号、福祉職としての経験年数を記載してください。

申し込み後１週間以内に事務局から連絡がない場合、お手数ですが福祉人材育成センターに

ご連絡ください。

〈申込期間〉５/２（月）～７/２９（金）

【問い合わせ先】

調布市福祉人材育成センター（こころの健康支援センター内）

☎：０４２－４５２－８１８０（月～金 ９：００～１７：００）メール：jinzai@ccsw.or.jp ホームページ
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〈申込フォームQRコード〉

    
          

        
            

  
    

     

       

              
               
                   

          
       

 

        
              

  

      

     

       

        
      

 

 

            

調布市内で働く福祉職のスキルアップのための研修です

専門研修（オンデマンド配信）のご案内【５～７月】



No

①

②

③

　※各研修記載のQRコードを読み取るとお試し視聴できます（１分程度）

内容研修タイトル・講師

福祉職はなぜ学ばなければならないので

しょうか？そして、どのように学べばよいの

でしょうか？

福祉職の学び方や語り、書くことの社会的

意義、実践報告の書き方について、自らも

働きながら学び続けた山本雅章先生にお

話していただきます。

「学ぶ」ことの動機づけが得られる研修で

す。福祉職としてステップアップしたい方に

おススメです。

特別支援学校の教員として、発達障がい

のある児童を長年試行錯誤しながら支援

してきた新井豊吉先生に、発達障害の特

性をたくさんの事例の踏まえながらお話し

ていただきます。

動画がたくさんあるので、一つひとつの

特徴を丁寧に理解することができます。

特に児童の支援をしている方におススメ

です。発達障害の特性を理解することで

虐待防止にもつながる研修です

「急に動かなくなる」「急に走り出す」「暴

れる」「パニックになる」などの行動の背景

には何があるのでしょうか？

自閉症の特性や強度行動障害について、

当センターの行動援護従業者養成研修の

講師の藤井亘先生にお話していただきます。

動画を通じて自閉症の世界を体験しなが

ら学ぶことができます。自閉症の特性や強

度行動障害を理解することで虐待防止に

もつながる研修です。

【約９０分】

        

        

  
        

【約９０分】

【約９０分】

関連講座：③

関連講座：②

    
          

        
            

  
    



No

④

⑤

⑥

内容研修タイトル・講師

高齢者や地域住民のエンパワメントにつ

いて「超高齢化した集落」の事例を参考に

考えていきます。

地域での生きづらさや困難をどのように

捉えて、何を大事に支援していくのか。すで

に現場では試行的な取り組みが始まって

います。

渡辺先生のお話は高齢者福祉分野の方

だけでなく、地域社会の住民としても、ソー

シャルワーカーとしても参考になります。全

てのソーシャルワーカーにおススメの研修

です。

知的障がいがある方が罪を犯す背景には

一体何があるのでしょうか？刑務所にいる

知的障がい者の実態や司法と福祉の連携

について、武蔵野大学の木下先生にお話し

していただきます。

福祉が司法化した時の弊害についての先

生のご指摘は、ソーシャルワーカーとしての

支援観に立ち返るきっかけを与えてくれます。

知的障がいの支援に興味のある人だけでな

く、全てのソーシャルワーカーにおススメの

研修です。

 

    

          

        
       

   

   

こころの健康支援センターで長年SST

の講師をしている清水有香先生にSSTの

基本的な知識をお話していただきます。

面接場面でも使える「ひとり（個別）

SST」の簡単な説明もありますので、相談

援助スキルの一つとして学ぶことができま

す。 SSTの様子の場面を再現した動画も

ありますので、実際のSSTの雰囲気をつか

むことができます。相談援助職の方にも

おススメの研修です。

【約９０分】

【約９０分】

【約７０分】

関連講座：⑦、⑧

関連講座：⑦、⑧、⑨

     

       

              
               
                   

          
       

 

        
              

  

      



No

⑦

⑧

⑨

内容

　※各研修記載のQRコードを読み取るとお試し視聴できます（１分程度）

研修タイトル・講師

福祉のみならずいろんな分野で使われる

「エンパワメント」という言葉ですが、もとも

とはどのような場面で使われていたので

しょうか？

「エンパワメント」の歴史的背景や活動レ

ベル、援助関係について学んだ後に、その

「パラドックス（逆説）」について東洋大学

の稲沢公一先生にお話していただきます。

「エンパワメント」という切り口ですが、対

人援助そのものについて考えることができ

ます。自分の実践を振り返る手がかりになる

研修です。
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【約９０分】

コミュニティ・オーガナイジングとは地域住

民の力で地域や社会を変えていく方法であり、

考え方を言います。

自らもアメリカで仲間を作り、変化を求めて

行動したコミュニティ・オーガナイジング経験

のある東京都立大学の室田信一先生にお話

していただきます。

地域を変えたい、組織を変えたいなど、何か

変化を起こしたいけれどもどう行動したらわ

からない方におススメの研修です。リーダー

シップのありかたや戦略の考え方について学

ぶことができます。

「ケアの眼差し」とは「ケアの対象者を生活

者として知覚し、抱える生活の困難を生きづ

らさと認識する眼差し」を指します。

「ケアの眼差し」を手がかりにしながら、「生

活の困難」を理解する基本的視点やケアの

担い手に望ましい態度、姿勢などについて立

教大学の結城俊哉先生にお話していただき

ます。

対人援助の基本となるアセスメントに必要

な視点を学ぶことができます。自分のダーク

サイドを自覚し、「ケアの嗜癖症者」にならな

いために、自分自身を振り返ることで虐待防

止にもつながる研修です。

関連講座：④、⑧

【約９０分】

関連講座：④、⑤、⑦、⑨

関連講座：⑧ 【約９０分】

     

       

        
      

 

 

            


